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Ⅰ はじめに (ゴシック9pt)
これまでに，我が国の亜高山帯における多数の樹種の枯損について，その実態を報告してきた (森ら1992) が，(明朝9pt) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

Ⅱ 材料と方法
　1.　材料　長野県産トウヒ３年生のポット植え苗木から均等な大きさのものを選び，○○○○○○○○○○。

Ⅲ 結果（あるいは結果および考察）
　1.　オゾン暴露の直接的な影響　オゾン暴露の直接的な可視害は，図－１および表－１に示すように，まず, ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

Ⅳ 考察
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

Ⅴ 結論（なくても可）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

執筆にあたっては投稿規定・執筆要領を確認のこと。
学会HPにこの原稿テンプレート(Word)があります。
図表は原稿中の挿入する位置に適切な大きさの空欄をとって貼付ける。貼り付けた図表が査読に支障ない鮮明なものであることを確認しておく。
挿入する図表は，文字や記号などが小さくなりすぎないよう作成時に注意する。鮮明に印刷可能な高解像度の原図を別に提出する。

図－1 和文表題(上の枠を図に見立て)
Fig.1 英文表題
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